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獅子島ツワブキ花盛り
　獅子島内を囲む一周林道と七郎山までの道路脇では、
ツワブキの花が満開です。このツワブキは、昨年獅子島
島民による緊急雇用対策で植栽したもので、11月中旬
から咲きはじめました。冬の寒さが日々増していく中、
ツワブキの花は、獅子島の特産である紅甘夏の果実とと
もに北風を受けながら花をなびかせていました。



第３回長島おさかな祭り
元気な長島、がんばる長島

模擬入札で競
り落とされた
魚貝類↓

←プロの歌声に
聞き入った芸能
ショー

↑新鮮な水産物
が販売

長蛇の列がで
きたブリ料理
の試食→

ステージを盛り上げた汐見小学校の樽太鼓

大漁旗をなびかせながら勇壮に漁船パレード

　

長
島
の
新
鮮
な
魚
を
た
っ
ぷ
っ

り
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
日
本
一
の

ブ
リ
の
町
を
情
報
発
信
す
る
イ
ベ

ン
ト
、「
第
３
回
長
島
お
さ
か
な

祭
り
」
が
11
月
14
日
、
薄
井
漁
港

で
あ
り
、
１
万
４
千
人
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

３
回
目
の
今
回
は
、
昨
年
か
ら

２
年
続
き
で
過
去
最
悪
と
な
っ
た

赤
潮
被
害
を
払
拭
し
、「
赤
潮
な

ん
か
に
負
け
ず
が
ん
ば
ろ
う
」
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
て
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
模
擬
入
札
や

魚
の
一
本
釣
り
の
ほ
か
、
漁
船
パ

レ
ー
ド
、
模
擬
船
お
ろ
し
、
ブ
リ

解
体
シ
ョ
ー
、
芸
能
シ
ョ
ー
、
遊

覧
船
な
ど
で
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　

３
千
食
が
提
供
さ
れ
た
ブ
リ
試

食
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
し
み
や
ブ

リ
汁
、
ブ
リ
ご
飯
な
ど
が
振
舞
わ

れ
、
例
年
同
様
多
彩
な
ブ
リ
料
理

を
堪
能
し
よ
う
と
、
長
蛇
の
列
が

で
き
ま
し
た
。

　

模
擬
入
札
で
は
良
い
魚
貝
類
を

安
く
手
に
入
れ
よ
う
と
、
町
内
外

か
ら
大
勢
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
抽

選
で
選
ば
れ
た
競
り
人
は
、
各
自

希
望
し
た
金
額
を
記
入
し
、
競
り

落
と
し
た
魚
貝
類
を
手
に
し
、
大

喜
び
で
し
た
。

　

漁
船
パ
レ
ー
ド
で
は
、
大
漁
旗

を
揚
げ
た
町
内
の
漁
船
が
集
結
。

伊
唐
大
橋
を
バ
ッ
ク
に
勇
壮
に
登

場
し
、
溥
井
漁
港
の
岸
壁
で
待
ち

わ
び
た
観
客
は
、
そ
の
姿
に
感
動

し
て
い
ま
し
た
。

　

模
擬
船
お
ろ
し
で
は
、
模
擬
船

と
な
っ
た
漁
船
か
ら
、
紅
白
の
餅

投
げ
が
あ
り
、
大
人
も
子
ど
も
も

我
先
と
な
り
餅
ひ
ろ
い
に
大
は

し
ゃ
ぎ
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
ブ
リ
が
当
た
る
抽

選
会
や
新
鮮
な
魚
が
安
く
で
手
に

入
る
出
店
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
金
魚
す
く
い
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。
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農林水産副大臣が来町
赤潮対策現地報告会

　

11
月
29
日
、
２
年
連
続
で
深
刻
な
赤
潮
被
害
に
見

舞
わ
れ
た
本
町
に
、
筒
井
信
隆
農
林
水
産
副
大
臣
が

来
町
し
、
赤
潮
対
策
現
地
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

薄
井
漁
港
で
あ
っ
た
こ
の
会
に
は
、
皆
吉
稲
生
衆

院
議
員
や
小
里
泰
弘
衆
院
議
員
、
野
村
哲
郎
参
院
議

員
も
出
席
し
、
養
殖
業
者
ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

筒
井
副
大
臣
は
、
漁
業
者
の
赤
潮
被
害
の
う
ち
共

済
金
で
賄
え
な
い
分
に
つ
い
て
、「
被
害
を
受
け
た

鹿
児
島
な
ど
３
県
に
限
り
、
約
20
億
円
を
目
標
に
別

枠
を
設
け
た
い
。
漁
協
や
漁
業
者
の
た
め
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
、
本
年
度
補
正
予
算
の
地
域
活
性

化
交
付
金
の
予
算
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

ま
た
筒
井
副
大
臣
は
、
養
殖
に
関
す
る
漁
業
共
済

な
ど
に
つ
い
て
「
支
払
額
を
大
幅
に
増
や
す
よ
う
概

算
要
求
し
て
い
る
」
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
町
の
養
殖
業
者
を
男
性
代
表
で
、
竹
上

裕
記
さ
ん
が
「
２
年
続
き
の
被
害
は
自
助
努
力
の
域

を
超
え
大
変
苦
し
い
。
今
回
の
対
策
で
勇
気
づ
け
ら

れ
、
今
後
も
安
心
安
全
な
養
殖
ブ
リ
を
全
国
に
届
け

る
こ
と
を
誇
り
に
続
け
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
女
性
代
表
で
は
、
久
保
照
美
さ
ん
が
「
こ

れ
ま
で
、
被
害
に
あ
っ
て
か
ら
思
い
が
け
な
い
励
ま

し
の
声
な
ど
沢
山
い
た
だ
い
た
。
今
回
予
算
が
成
立

し
、
将
来
の
後
継
者
の
た
め
大
変
感
謝
し
た
い
。」

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

↑約 400 人が詰め寄せた薄井漁港↑約 400 人が詰め寄せた薄井漁港

↓筒井農林水産大臣のあいあさつ

↓男性代表の竹上裕記さん↓女性代表の久保照美さん ↓県選出の国会議員も参加
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ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
む↑最も参加者が多かったファミリー

　コース 1.5km のスタート

↓抽選で黒豚肉が当たりました

声援のなか１位でゴール！↑

↑
10
㎞
の
給
水
所
で
補
給
す
る
選
手
た
ち

第
５
回
長
島
ト
ラ
イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

　

10
月
31
日
、
第
5
回
長
島
ト
ラ

イ
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
あ
り
、
約

９
０
０
人
の
参
加
者
が
長
島
路
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
昨
年
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
に
ち
な
ん
で
開
催
さ

れ
、
当
日
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
は
大

変
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
サ
ン
セ
ッ
ト

長
島
前
を
発
着
点
と
す
る
１
・
５

ペ
ー
ス
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
は
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
、
長
島
産
の
ブ
リ
、
タ

イ
、
ヒ
オ
ウ
ギ
貝
に
、
黒
豚
、
さ

つ
ま
い
も
な
ど
の
農
水
産
物
が
当

た
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
蒸
か
し
イ
モ
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
や
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な

ど
も
振
舞
わ
れ
、
お
な
か
を
す
か

せ
た
参
加
者
た
ち
が
、
お
い
し
そ

う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し
た
。

㎞
、
３
㎞
、

10
㎞
の
３
つ

の
コ
ー
ス

を
、
東
シ
ナ

海
を
望
み
な

が
ら
、
マ
イ

4Nagashima town Public Relations



1 本のたすきをつなぐ
第 55 回長島一周駅伝競走大会

中　学　校　の　部
１ 川床中学校Ａ 2:14:15
２ 長島中学校Ａ 2:16:15
３ 鷹巣中学校Ａ 2:20:48
４ 平尾中学校 2:27:21
５ 鷹巣中学校Ｂ 2:28:00
６ 獅子島中学校 2:28:06
７ 川床中学校Ｂ 2:32:22
８ 長島中学校Ｂ 2:35:20

一　般　の　部
１ 平尾ランナーズ 2:11:49
２ 東陸友会 2:12:59
３ よせなべ 2:13:10
４ 東町漁協 2:21:34
５ 獅子島駅伝クラブ 2:24:05
６ 消防１１９ 2:26:48
７ 長島ＮＲＣ 2:29:24
８ 長島町消防団 2:29:47
９ 長島町青年団 2:38:18
10 長島町役場指江 2:39:18
11 長島町役場鷹巣 2:44:44
12 鹿児島相互信用金庫 3:14:55

　

第
55
回
長
島
一
周
駅
伝
競
走

大
会
が
11
月
20
日
、
長
島
町
役

場
指
江
庁
舎
前
を
発
着
点
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
、
快
晴
の
中
20

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
午
前
10
時

の
号
砲
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し

た
選
手
た
ち
は
、
唐
隈
、
汐
見

へ
南
下
。
ゴ
ー
ル
の
指
江
ま
で

の
36
㎞
を
疾
走
し
、
1
本
の
た

す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

今
年
は
鹿
児
島
相
互
信
用
金

庫
（
長
島
支
店
、西
長
島
支
店
）

が
新
た
に
参
加
し
、
昨
年
よ
り

１
チ
ー
ム
多
い
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

男
女
混
成
で
チ
ー
ム
を
編
成

し
た
中
学
生
の
部
に
は
、
８

チ
ー
ム
が
挑
み
ま
し
た
。
14
区

間
で
競
わ
れ
た
レ
ー
ス
は
、
川

床
中
学
校
Ａ
の
ア
ン
カ
ー
が

ト
ッ
プ
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
た
。

　

一
般
の
部
は
12
チ
ー
ム
が
11

区
間
で
健
脚
を
競
い
、
３
区
間

で
新
記
録
が
出
る
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
戦
い
の
中
、
平
尾
ラ
ン
ナ
ー

ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
成
績
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◇永年選手賞
35 年選手賞
　消防１１９	 　山角　美治
30 年選手賞
　長島町役場指江　浜田　幹男
　長島町消防団	 　永岡　久利
　長島町役場鷹巣　北園　弘行

25 年選手賞
　東町漁協	 　石田　幸生
15 年選手賞
　長島町役場指江　林　幸弘
　長島町役場鷹巣　小屋　昭彦
　平尾ランナーズ　白浜　信太

10 年選手賞 
　長島町青年団	 　	中西　幸一
　長島町消防団	 　	西崎　幸治
　獅子島駅伝クラブ	池田　敬和
　東町漁協	 		　川添　仁
　獅子島駅伝クラブ	濱　史郎
　東町漁協		　　　			溝口　優作

↓川床保育園児の声援を受けて！

↓平尾ランナーズが見事優勝！

↓鷹巣庁舎前の中継所
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i n f o r m a t i o n

色
と
り
ど
り
の
文
化
の
華

長
島
町
総
合
文
化
祭
開
催

　

11
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
、

第
５
回
長
島
町
文
化
祭
が
、
長
島

町
文
化
ホ
ー
ル
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

６
日
の
前
夜
祭
で
は
、
長
島
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

で
幕
が
開
け
ら
れ
、
合
唱
や
ダ
ン

ス
、
太
鼓
に
日
本
舞
踊
な
ど
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
の
本
番
で
は
、
あ
お
い
幼

稚
園
の
鼓
笛
隊
を
か
わ
き
り
に
、

前
夜
祭
同
様
、
各
小
中
学
校
や
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
日
ご
ろ
の
成
果
を

披
露
し
、
観
客
席
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
う
け
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
菊
花
芸
術
文
化
賞
特

別
表
彰
で
は
、
昭
和
54
年
か
ら
菊

栽
培
を
始
め
、
こ
れ
ま
で
長
年
の

間
栽
培
し
た
菊
を
、
文
化
祭
会
場

や
役
場
玄
関
に
例
年
展
示
さ
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
に
対
し
て
、
浜
漉

集
落
の
江
口
豊
さ
ん
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

江
口
さ
ん
は
「
扇
形
や
木
の

か
っ
ぷ
（
株
）
を
使
っ
た
自
分
な

り
の
方
法
で
栽
培
し
て
き
た
。
菊

栽
培
に
は
、
特
別
な
技
術
が
必
要

な
わ
け
で
は
な
い
が
、
菊
を
展
示

す
る
ま
で
は
大
変
難
し
い
。
今
後

も
体
力
が
続
く
限
り
続
け
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。

　

文
化
ホ
ー
ル
の
ロ
ビ
ー
で
は
、

茶
道
部
が
お
茶
席
（
野の

だ
て
せ
き

点
席
）
を

設
け
、
ま
こ
と
保
育
園
の
園
児
は

来
客
者
な
ど
に
お
茶
を
出
す
な

ど
、
慣
れ
な
い
な
が
ら
か
わ
い
い

手
つ
き
で
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
内
で
は
、
幼
児
や
小

中
学
校
、
一
般
か
ら
出
品
さ
れ
た

書
道
や
絵
画
、
文
化
協
会
会
員
の

短
歌
、
手
芸
品
、
盆
栽
、
陶
芸
、

華
道
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
作
品
が
展

示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

会場入口に展示された江口豊さんの菊 会場内いっぱいの展示物

花柳流昭素女会長島支部の日舞伊唐保育園の「よさこいエイサ琉球王」

大正琴同好会ではお孫さんも参加しました 長島書道会による掛け軸
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練習の成果を披露
長島町小・中学校音楽発表会

　

11
月
10
日
、
長
島
町
文
化

ホ
ー
ル
で
第
５
回
長
島
町

小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
平
常
の

音
楽
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
機
会
を
設
け
、
音
楽
を
愛

好
す
る
心
情
を
育
て
、
音
楽

感
覚
と
技
能
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
島
郷
土
の
文
化

活
動
に
参
加
し
、
美
し
さ
に

幣串小学校の心を一つにした演奏

楽しく元気に歌えた平尾小学校の 1・2 年生

↑
全
員
で
も
み
じ
を
合
唱

関
心
を
深
め
、
人
間
性
豊
な
児

童
、
生
徒
の
育
成
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。

　

発
表
会
に
は
、
町
内
の
小
学
校

11 

校
と
中
学
校
５
校
の
計
16 

校

か
ら
、
児
童
、
生
徒
約
６
０
０
人

が
参
加
し
、
学
校
ご
と
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
合
唱
や
合
奏
、
合
唱
な

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
１
番
目
に
登
場
し

た
幣
串
小
は
、
全
校
児
童
16 

人

で
、
き
ら
き
ら
星
の
合
奏
と
ス
マ

イ
ル
を
合
唱
。
楽
し
く
元
気
に
披

露
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
最
後
に
は
、
も
み
じ

を
全
体
合
唱
し
た
あ
と
、
元
県
立

鹿
児
島
聾ろ

う

学
校
長
の
辻
優
氏
の
講

評
が
あ
り
「
音
楽
で
は
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
音
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
歌
は
心
を
持
ち
あ

げ
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ど
の
学
校
も
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
見

ご
た
え
の
あ
る
発
表
会
と
な
り
ま

し
た
。
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i n f o r m a t i o n

災害を想定し避難勧告発令
陸上自衛隊も派遣され長島町防災訓練実施

火災を想定した放水訓練

本部と平尾分団が連携した訓練

災害対策本部会議

現場指揮本部会議

被災者の救護

倒壊家屋から救出車両と装備品の展示炊飯支援訓練参加者にカレーが配布

　

11
月
21
日
、
平
成
22
年
度
長

島
町
防
災
訓
練
が
、
関
係
者
約

４
０
０
人
が
参
加
し
て
旧
長
島
高

校
跡
地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
大
規
模
災
害
の

発
生
に
対
し
、
長
島
町
地
域
防
災

計
画
を
基
に
し
た
行
政
機
関
と
、

災
害
出
動
機
関
、
自
主
防
災
組
織

を
中
心
と
し
た
、
住
民
の
避
難
体

制
と
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
の
避
難
支
援
体
制
の

確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
長
島
町
で
震
度
５

弱
の
地
震
が
発
生
し
、
各
地
で
道

路
の
寸
断
や
、
平
尾
地
区
の
家
屋

の
倒
壊
と
住
宅
密
集
地
で
火
災
が

発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が

あ
り
、
長
島
町
災
害
対
策
本
部
で

は
、
被
害
の
状
況
や
気
象
庁
の
情

報
か
ら
、
今
後
震
度
4
以
上
の
余
震

が
継
続
的
に
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

た
め
、
陸
上
自
衛
隊
第
12
普
通
科
連

隊
の
災
害
派
遣
を
要
請
し
た
こ
と
を

想
定
と
し
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
30
分
に
避
難
訓
練
が
開

始
さ
れ
、
旧
長
島
高
校
跡
地
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
住
民
た
ち
は
次
々
と
避
難

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
要
請
を
受
け
た
自
衛
隊

に
よ
る
被
害
状
況
偵
察
が
あ
り
、
倒

壊
し
た
建
物
か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
救

出
訓
練
と
、
消
防
分
遣
所
と
平
尾
分

団
が
連
携
し
た
放
水
訓
練
が
あ
り
ま

し
た
。
参
加
し
た
住
民
た
ち
は
、
本

番
さ
な
が
ら
の
訓
練
に
、
く
ぎ
付
け

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
炊
飯
支
援
訓
練
と
し

て
作
ら
れ
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
が
全
員

に
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
旭
日
双
光
章
を
受
章
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NAGASHIMA TOWN Public Relations

　⑤親族等の介護（長期にわたる病気・障害等でその介護に当たっている）
　⑥災害等（火災やその他災害の復旧に当たっている）
　⑦その他（その他町長が保育に欠けると認めたとき）
　※集団生活を身につける、他の子に手がかかるなどは、入所申請の理由になりません。

◎受付期限　12 月 24 日（金）
　※募集期間を過ぎて申し込みをした場合、入所できないことがあります。
　※各保育所の保育士数、入所定員等の関係で入所できない場合や第１希望以外の保育所への入所となる場
　合があります。

◎入所定員　川床保育園 45 人・まこと保育園 60 人・東保育園 90 人・平尾保育園 50 人・本浦保育園 20 人
　　　　　　指江保育園 45 人・伊唐保育園 30 人　※ その他町外の保育所についても受け付けます。

◎提出書類　①保育所入所申込書　②家庭状況の申立書
　　　　　　③保育できないことを証明するもの
　　　　　　　・就労証明書（就労者）　・母子手帳（出産前後）　・診断書（疾病・介護等）
　　　　　　④保育料算定に必要な書類（両親分が必要）
　　　　　　　Ⅰ平成 22 年分源泉徴収票または　確定申告の写し
　　　　　　　Ⅱ平成 22 年度町民税課税証明書　（平成 22 年１月１日、長島町外に居住していた人）
　   　　　　    ※児童が祖父母などの扶養に入っている場合は祖父母などのⅠ、Ⅱも必要です。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保育所への入所児童募集
　平成 23 年度の保育所入所児童を募集します。入所を希望され
るかたは、入所申込書の提出が必要となりますので、受付期間内
に申し込んでください。
　現在、保育所に入所している児童についても、再度申し込みが
必要になります（現在入所されている児童については、保育所を
通して申込書を配布します）。

◎入所対象児童
　保育所に入所できる対象児童は、長島町内に住所があり、両親および同居の家
族全員が次のいずれかに該当し、家庭で保育ができない０歳から小学校入学前の
児童です。
　①家庭外労働（居宅外に勤務している）
　②居宅内で家事以外の仕事についている
　③母親が出産の前後である（前後２カ月）
　④疾病・障害等（疾病等による入院・通院、または障害を有している）

平成 23 年度の

◎申込書配布場所・提出先
役場町民福祉課・総合管理課
☎ 86‐1111（内線 1112）

　

11
月
４
日
、竹
之
内
政
司
さ
ん
（
指
江
）
に
、

長
年
に
わ
た
る
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
を
賛
え
、
叙
勲
旭
日
双
光
章
が
贈

ら
れ
、
鹿
児
島
県
庁
で
県
知
事
か
ら
本
人
へ
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
昭
和
46
年
４
月
か
ら
平
成
11
年
３

月
ま
で
の
６
期
24
年
間
に
わ
た
り
、
長
島
町
議

会
議
員
と
し
て
在
職
し
、
こ
の
間
、
議
長
、
副

議
長
、
総
務
常
任
委
員
会
委
員
長
、
建
設
経
済

常
任
委
員
会
委
員
長
、
長
島
町
農
業
委
員
会
委

員
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
、
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
力
す
る
と
と
も
に
、
常
に
高
邁
な
政
治
信

念
の
も
と
に
活
動
を
続
け
、
長
島
町
の
産
業
の

振
興
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
等
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
日
、
受
章
の
お
祝
い
に
川
添
健
町
長
が
出

向
き
、
竹
之
内
政
司
さ
ん
は
、「
身
に
余
る
光

栄
に
感
激
い
た
し
ま
す
。
ひ
と
え
に
、
長
い
間

皆
さ
ま
が
た
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
の
賜

物
と
深
く
感
謝
し
ま
す
」
と
、話
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
旭
日
双
光
章
を
受
章

指
江
の
竹
之
内
政
司
さ
ん
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各
種
手
当
の
手
続
き
は
お
済
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

◎
特
別
障
害
者
手
当

【
支
給
対
象
】

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と

す
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る

20
歳
以
上
の
か
た
。

※
た
だ
し
、
対
象
者
が
次
の
事
項

に
あ
て
は
ま
る
場
合
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
障
害
者
施
設
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合○
病
院
や
診
療
所
に
継
続
し
て
３

カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場

合
な
ど

【
支
給
額
】

　
（
月
額
）
２
万
６
４
４
０
円

※
支
給
対
象
者
な
ど
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
支
給
月
】

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
５

月
、
８
月
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前

月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
障
害
児
福
祉
手
当

【
支
給
対
象
】

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
程
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
。

※
た
だ
し
、
対
象
児
童
が
次
の
事

項
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合○
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

て
い
る
場
合
な
ど

【
支
給
額
】

（
月
額
）
１
万
４
３
８
０
円

※
支
給
対
象
者
な
ど
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
支
給
月
】

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
５

月
、
８
月
、
11
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前

月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

【
支
給
対
象
】

　

身
体
・
知
的
ま
た
は
精
神
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
か
、
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
か
た
。

※
た
だ
し
、
対
象
児
童
が
次
の
事

項
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
障
害
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合○
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

い
る
場
合
な
ど

【
支
給
額
】（
月
額
）

◇
１
級　

５
万
７
５
０
円

◇
２
級　

３
万
３
８
０
０
円

※
支
給
対
象
者
等
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

【
支
給
月
】

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
４
月
、
８

月
、
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
児
童
扶
養
手
当

【
支
給
対
象
】

　

離
婚
・
死
別
な
ど
に
よ
る
ひ
と

り
親
家
庭
（
こ
れ
に
準
ず
る
家
庭

…
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
に

あ
る
児
童
な
ど
）
に
お
い
て
、
18

歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
か
た
。

※
た
だ
し
、
児
童
や
受
給
資
格
者

が
次
の
事
項
に
当
て
は
ま
る
場
合

は
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
公
的
年
金
給
付
や
遺
族
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

○
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
場
合

○
そ
の
他
、
同
居
人
が
い
る
な
ど

の
事
実
婚
に
あ
た
る
場
合
な
ど

【
支
給
額
】（
月
額
）

◇
児
童
が
１
人
の
場
合

・
全
部
支
給

　

４
万
１
７
２
０
円

・
一
部
支
給

　

４
万
１
７
１
０
円
～
９
８
５
０
円

※
受
給
資
格
者
の
所
得
や
児
童
の

人
数
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
額
が
変

わ
り
ま
す
。

※
支
給
対
象
者
等
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

【
支
給
月
】

　

原
則
と
し
て
、
毎
年
４
月
、
８

月
、
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分

ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
福
祉
事
務
所

　
（
町
民
福
祉
課
内
）

　

☎
86
‐
１
１
１
１
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運動を展開します
　町民の皆さんに配布する花の苗がきれいに
咲いて、少しでも長く楽しんでいただくため
に、先月号から「花の栽培管理」などについ
てお知らせしています。
　２回目は、ダイアンサス（別名：ナデシコ）
です。高温多湿に弱く、寒気気味に管理する
のがコツです。

日照条件 日向 土壌湿度 乾燥・適湿 耐寒性 耐寒性あり

◎植え付け

　①日のあたる場所で育てると、生育がよく花つきも良くなります。

　②耐寒性に強いですが、なるべく霜に当てないように育てます。だからといって室内の温かい場所で育てる

　ことは逆に株を弱らせるため、簡単な霜よけをして５℃程度を目安に管理します。

　③土は水はけがよく有機質に富んだ土を使用します。（赤玉土５：腐葉土２：川砂２が理想です。）

◎日常の管理	 	

　花後の花がらはこまめに摘み取り、種を作らないようにします。また黄色に変色した葉は取り除きます。

◎水遣り	 	

　土の表面が白っぽく乾いてからたっぷりと水を与えます。		

　　★★水のやりすぎは根ぐされの原因となります。★★	

◎施肥	  

　１０００倍に薄めた液体肥料を週に１度施すか、固形の化成肥料を月に１回施します。	

◎増やしかた

　①秋に種を蒔いて殖やします。

　②８～９月の上旬までに種を蒔いて、株を大きくしてから越冬させます。

　③発芽温度は２０℃前後です。

　④涼しくて風通しの良い場所で管理します。

　⑤「立ち枯れ病」にかかりやすいので、種蒔き用土はじゅうぶんに消毒するか、市販されている無菌の種蒔

　き専用土を使用します。

◎病害虫対策  

　アブラムシアブラムシ、ヨトウムシの防除と駆除が必要です。	

◎問い合わせ先
　長島町教育委員会社会教育課
　☎ 86-1111（内線 2231）

11 広 報 な が し ま



 

11
月

２
日　
　
　

北
薩
空
港
道
路
整
備
促
進
期
成
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

６
日　
　
　

中
種
子
町
制
70
周
年
記
念
式
典　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
種
子
町
）

７
日　
　
　

長
島
町
総
合
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

８
日　
　
　

鹿
児
島
県
漁
港
漁
場
対
話
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
長
島
）

９
日　
　
　

県
町
村
会
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
要
望

　
　
　
　
　

活
動
（
鹿
児
島
市
）

10
日　
　
　

九
州
公
民
館
連
合
会
会
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沖
縄
県
）

12
日　
　
　

第
５
回
臨
時
議
会（
長
島
町
役
場
）

14
日　
　
　

マ
ン
ダ
リ
ン
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
体
育
館
）

　
　
　
　
　

第
3
回
長
島
お
さ
か
な
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薄
井
漁
港
）

15
日　
　
　

認
定
農
業
者
認
定
証
交
付
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
）

18
日　
　
　

九
州
地
方
国
道
整
備
促
進
総
決
起

　
　
　
　
　

大
会
（
東
京
都
）

　
　
　
　
　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
定             

　
　
　
　
　

期
総
会
（
東
京
都
）

20
日　
　
　

長
島
一
周
駅
伝
競
走
大
会（
町
内
）

21
日　
　
　

防
災
訓
練
（
旧
長
島
高
校
跡
地
）

24
日　
　
　

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

鹿
児
島
市)

25
日　
　
　

県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
議
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

　
　
　
　
　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
水
市
）

26
日　
　
　

予
算
編
成
説
明
会（
長
島
町
役
場
）

　
　

  　
　

  

民
生
委
員
連
絡
協
議
会（
指
江
庁
舎
）

29
日　
　
　

第
６
回
臨
時
議
会（
長
島
町
役
場
）

　
　
　
　
　

赤
潮
対
策
現
地
報
告
会　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
薄
井
漁
港
）

30
日　
　
　

観
光
公
社
理
事
会（
長
島
町
役
場
）

12
月
は
町
税
完
納
月
間

                   

町
県
民
税
（
４
期
）

12
月
は　

国
民
健
康
保
険
税
（
6
期
）　

の
納
付
月
で
す
。

　
　

  　
  

介
護
保
険
料
（
6
期
）

　
　
　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
6
期
）

　　
　
　
『
納
付
期
限
は
12
月
28
日
（
火
）』

　
口
座
振
替
の
か
た
は
、
12
月
27
日
（
月
）
に
口
座
引
き
落
と
し
を
し
ま
す
の
で
、

預
金
残
高
な
ど
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
12
月
を
「
町
税
完
納

月
間
」
と
定
め
、
町
税
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

 

軽
自
動
車
税
、
固
定
資
産
税
、

町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
お

よ
び
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税

目
ご
と
に
納
税
組
合
長
を
通
じ
て

納
付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

12
月
28
日
（
火
）
が
最
後
の
納
付

期
限
と
な
り
ま
す
。

　

未
納
の
あ
る
か
た
に
は
、「
町

税
催
告
書
」
を
送
付
し
、
税
務
職

員
が
自
宅
や
職
場
を
訪
問
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

納
税
は
、
社
会
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
で
す
。
自
ら
進
ん
で
12
月
の

「
町
税
完
納
月
間
内
」
に
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

社
会
保
険
料
の
控
除
対
象
で
す

　

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険

料
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
は
、
平

成
22
年
分
の
確
定
申
告
ま
た
は
年

末
調
整
で
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
22
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
さ
れ

た
額
だ
け
が
控
除
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

証
明
書
は
、
税
務
課
で
発
行
し

ま
す
。
手
数
料
は
無
料
で
す
。

　

な
お
、
平
成
23
年
１
月
１
日
以

降
に
納
付
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成

23
年
分
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
償
却
資
産
の
申
告
を
！

申
告
は
平
成
23
年
１
月
31
日

（
月
）
ま
で
に

　

法
人
や
自
営
業
者
等
で
、
そ

の
事
業
の
用
に
供
す
る
償
却
資

産
（
家
屋
と
し
て
課
税
さ
れ
る
建

物
、
自
動
車
お
よ
び
軽
自
動
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
二
輪
の

小
型
自
動
車
等
は
除
く
）
の
所
有

者
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の

所
在
・
種
類
・
数
量
・
取
得
時
期
・

取
得
価
格
・
耐
用
年
数
・
見
積
価

格
な
ど
、
償
却
資
産
課
税
台
帳
の

登
録
お
よ
び
価
格
決
定
に
必
要
な

事
項
を
、
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

に
償
却
資
産
の
所
在
地
の
市
町
村

長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

期
限
内
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

ＴａｘＮｅｗｓ
納期内納入にご協力ください。

［税だより］
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小
惑
星
探
査
機

は
や
ぶ
さ
の
大
冒
険山根　

一
眞		

著

秋
深
し
し
み
じ
み
覗
く
妻い
も

の
顔　
　
　
　
　

筑
前　

初
一

ふ
る
さ
と
に
残
る
半
鐘
水
の
秋　
　
　
　
　

淵
脇　
　

譲

肥
立
ち
良
き
嬰や
や

の
寝
息
や
草
紅
葉　
　
　
　

迫
口　

君
代

星
流
れ
一
瞬
止
ま
る
万
歩
計　
　
　
　
　
　

大
堂　

早
苗

流
れ
星
悲
し
み
は
人
去
り
て
よ
り　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

鶏
頭
の
海
を
隠
せ
る
高
さ
か
な　
　
　
　
　

二
階
堂
妙
子

不
知
火
の
海
へ
糸
引
く
流
れ
星　
　
　
　
　

中
橋　

藤
七

秋
の
水
虫
の
降
り
た
る
水
輪
か
な　
　
　
　

関　

佳
代
美

　多くの人々に感動をあたえた
「はやぶさ」の帰還。“大変な仕

事も面白いと続けられる” とい
う事が実感できます。

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
３
組乙

武　

洋
匡		

著

　５年３組の担任としてやって
きたのは、手と足がない先生。
28 人の子どもたちと、体当た
りで向きあう日々を描いていま
す。

死
に
近
き
母
に
我
が
名
を
幾
た
び
も
言
へ
ば
う
っ
す
ら
目

を
開
け
給
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

躾
け
糸
の
最
後
の
一
本
引
き
抜
き
て
モ
チ
ー
フ
つ
な
げ
り

秋
の
夜
長
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

夫
の
死
後
煙
草
販
売
十
二
年
廃
止
を
届
け
空
し
さ
募
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

ひ
と
仕
事
終
へ
て
厨
を
出
で
見
れ
ば
夕
月
冴
へ
て
秋
気
漂

ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

石つ

わ蕗
の
み
の
刈
り
残
さ
れ
て
茎
高
く
黄
花
あ
ふ
る
る
峠
の

道
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

身
罷ま
か

り
し
百
三
歳
の
お
姑
に
花
捧
げ
泣
く
介
護
の
友
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

ヒ
ロ

咲
き
揃
ふ
菊
の
大
輪
冬
日
受
け
眩
し
き
ま
で
に
め
ぐ
り
明

る
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

夢
抱
く
今
朝
あ
る
こ
と
の
現
実
を
幸
せ
と
し
て
墓
参
り
す

る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

遅
蒔
き
の
大
根
育
つ
を
待
ち
わ
び
ぬ
師
走
に
な
れ
ば
採
り

て
食
べ
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
キ
ク
エ

十
余
年
亡つ

ま夫
と
通
ひ
し
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
雑
草
茂
り
胸
痛

み
立
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

撥ば
ち

ま
わ
し
大
太
鼓
打
つ
孫
目め

も守
り
八
十
路
な
れ
ど
生
き
つ

づ
け
た
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

明
け
方
の
寒
き
浜
辺
に
ひ
と
り
立
ち
星
座
見
上
げ
て
流
星

を
待
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

カ
ン
ナ
咲
く
阿
久
根
路
に
見
る
荒
磯
に
海
原
の
波
鳴
り
て

砕
く
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

短
歌

朝
寒
さ
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
年
は
い
ら
ず
と
砂
浜
波
の
打
つ

波
は
耳
鳴
打
つ
波
の
音
な
り　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

亡
き
母
の
匂
ひ
の
残
る
カ
ー
デ
イ
ガ
ン
は
お
り
て
出
掛
け

褒
め
ら
れ
照
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

金
も
無
く
名
こ
そ
な
け
れ
ば
空
し
く
て
生
き
甲
斐
な
く
も

死
に
た
く
も
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶯
出　

成
人

俳
句

台
風
が
逸
れ
て
嬉
し
や
古
き
家　
　
　
　
　

宗
方　

正
喜
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「
法
務
局
サ
ン
デ
ー
相
談
所
」

の
開
設

　

休
日
に
「
法
務
局
サ
ン
デ
ー
相

談
所
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
日
に
法
務
局
の
相
談
窓
口
な
ど

を
利
用
で
き
な
い
お
客
さ
ん
の
利

便
を
図
る
と
と
も
に
、
相
談
を
通

じ
広
く
地
域
住
民
の
か
た
が
た
に

法
務
局
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

○
開
催
日

　

１
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
開
催
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
川
内
地
方
合
同
庁
舎
1
階
大
会
議
室
）

○
相
談
の
内
容

　

登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

人
権

○
相
談
員

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

川
内
支
局
職
員

○
予
約
な
ど

　

予
約
不
要
、
相
談
料
無
料
、
秘

密
厳
守

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
３
０
０

育
成
資
金
の
無
利
子
貸
付
制

度
　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
交
通
遺
児
な
ど
へ

の
育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
自
動
車
事
故
が
原
因

で
死
亡
し
た
か
た
、
ま
た
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
か
た
の
お

子
様
で
、
０
歳
か
ら
中
学
生
の
子

ど
も
を
対
象
に
、
育
成
資
金
を
無

利
子
で
貸
し
付
け
る
制
度
で
す
。

　

一
時
金
15
万
５
０
０
０
円
、
月

額
２
万
円
、
入
学
支
度
金
（
小
、

中
学
校
入
学
時
）
４
万
４
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
て
、
返
済
期
間
も

長
く
（
20
年
以
内
）
安
心
し
て
借

り
ら
れ
る
制
度
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
（
０
５
７
０
）
０
０
０
７
３
８

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支

給
制
度

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故
に
よ

る
重
度
後
遺
障
害
者
の
か
た
に
対

す
る
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

○
支
給
対
象

　

頭
部
、
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓

器
の
損
傷
を
受
け
、
移
動
、
食
事
、

排
泄
な
ど
日
常
生
活
動
作
に
つ
い

て
、
常
時
の
介
護
ま
た
は
随
時
の

介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
か
た
。

○
支
給
方
法

　

月
額
制

○
支
給
期
間

　

支
所
に
よ
る
受
付
の
行
わ
れ
た

日
の
属
す
る
月
か
ら
、
受
給
資
格

喪
失
事
由
の
発
生
し
た
日
の
属
す

る
月
ま
で
。

○
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級

　

・
１
級
１
号
、
２
号

　
　

月
額
５
万
８
５
７
０
円
～　

　
　
　

	　

13
万
６
８
８
０
円

　

・
２
級
１
号
、
２
号

　
　

月
額
２
万
９
２
９
０
円
～　

　
　
　

	　

	

５
万
４
０
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
（
０
５
７
０
）
０
０
０
７
３
８

就
農
相
談
会
の
開
催

　

農
林
水
産
業
の
経
営
を
始
め

て
み
た
い
か
た
、
就
職
を
希
望
さ

れ
る
か
た
へ
の
相
談
会
を
開
始
し

ま
す
。

○
日
時

　

１
月
６
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
場
所

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

出
水
庁
舎
３
階
会
議
室

○
内
容

　

・
経
営
開
始
、
就
職
に
対
す
る

　

総
合
相
談

　

・
研
修
、
資
金
、
求
人
な
ど
の

　

情
報
提
供

　

・
企
業
等
の
農
業
参
入
に
関
す

　

る
相
談

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

農
林
水
産
部
農
政
普
及
課

　

☎
０
９
９
６
（
63
）
３
１
１
５

Ｂ
＆
Ｇ
「
体
験
ク
ル
ー
ズ
」

参
加
者
募
集
（
春
休
み
、
大

海
原
に
飛
び
出
そ
う
！
）

　

来
春
の
春
休
み
に
、
豪
華
客
船

ふ
じ
丸
で
「
東
洋
の
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
」
小
笠
原
に
行
く
、Ｂ
＆
Ｇ
「
体

験
ク
ル
ー
ズ
」
の
参
加
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ク
ル
ー
ズ
は
、
子
ど
も
た

ち
に
「
船
」「
海
」「
自
然
」
へ
の

理
解
と
興
味
を
深
め
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
共
同
生
活
を
と
お
し
て
、

社
会
性
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
５
０
０
名
の
仲
間

と
様
々
な
経
験
を
し
て
、
子
ど
も

た
ち
は
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
て
帰
っ

て
き
ま
す
。

　

大
海
原
と
小
笠
原
を
舞
台
に
、

船
の
こ
と
、
海
の
こ
と
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

○
募
集
人
員

　

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
の
男
女
（
３
名
程
度
）

○
実
施
期
間

　

平
成
23
年
３
月
26
日
（
土
）
～

　
　
　
　
　

３
月
31
日
（
木
）
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（
５
泊
６
日
間
）

○
参
加
費

　

11
万
８
０
０
０
円

　

※
参
加
費
と
は
別
に
、
集
合
場

　

所
の
福
岡
空
港
ま
で
の
交
通
費

　

等
（
約
１
万
２
０
０
０
円
）
は

　

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
町
補
助
金

　

６
万
５
０
０
０
円

　

※
参
加
費
と
福
岡
ま
で
の
交
通

　

費
、
合
計
13
万
円
の
約
２
分
の

　

１
を
町
が
補
助
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
長
島
町
か
ら
福
岡
空

　

港
ま
で
は
町
職
員
が
、
福
岡
か

　

ら
東
京
ま
で
は
旅
行
代
理
店
が

　

引
率
し
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ

　

さ
い
。

○
寄
港
地

　

東
京
都
小
笠
原
村
（
父
島
）

○
使
用
客
船

　

ふ
じ
丸
（
２
万
３
０
０
０
ト
ン
）

○
後
援

　

内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、
国
土

交
通
省
、
東
京
都
、
日
本
財
団

○
研
修
内
容

　

鳥
島
観
察
、
小
笠
原
諸
島
の
自

然
に
関
す
る
学
習
、
船
長
講
話
、

操
舵
室
見
学
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ

リ
ン
グ
、
海
が
め
学
習
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

み
ん
な
の
水
辺
景
観
整
備
推

進
事
業
の
活
動
団
体
募
集　

　

北
薩
地
域
振
興
局
で
は
、「
み

ん
な
の
水
辺
景
観
整
備
推
進
事

業
」
と
称
し
、
み
な
さ
ん
が
住
ん

で
い
る
地
域
を
流
れ
る
１
級
、
２

級
河
川
を
（
県
管
理
河
川
）
の
河

川
美
化
活
動
を
（
伐
採
・
除
草
な

ど
）
を
支
援
す
る
事
業
を
行
い
ま

す
。

○
支
援
対
象

　

県
が
管
理
す
る
河
川
で
、
堤
防

法
面
一
定
区
間
延
長
１
０
０
㍍
以

上
の
除
草
、
竹
木
伐
採
な
ど
の
清

掃
活
動
を
行
う
「
地
域
の
自
治

会
」
ま
た
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
」
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
と
し
ま
す
。

○
支
援
の
申
し
込
み

　

支
援
希
望
の
活
動
団
体
は
、
実

施
予
定
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
、

北
薩
地
域
振
興
局
に
支
援
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
活
動
支
援
金
の
支
払
い

　

報
告
書
（
活
動
前
後
の
写
真
な

ど
）
を
受
付
後
、
活
動
箇
所
を
確

認
し
30
日
以
内
に
支
払
い
ま
す
。

○
今
年
度
の
申
込
期
限

　

１
月
31
日
（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局

　

建
設
部
土
木
建
築
課
河
川
砂
防
係

　

☎
０
９
９
６
（
63
）
３
１
１
４

劇
団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

公
演

　

長
島
町
で
は
、
毎
年
恒
例
の
劇

団
四
季
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
開

催
し
ま
す
。

○
日
時

　

３
月
21
日
（
月
）

○
場
所

　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

平
成
23
年
度
長
島
町
奨
学
生

を
募
集

　

長
島
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
23
年
度
奨
学
生
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。

○
奨
学
生
の
種
類

　

・
高
等
学
校

　
　

採
用
人
数　

若
干
名　

　
　

貸
与
月
額　

２
万
円

　

・
大
学
等

　
　

採
用
人
数　

若
干
名

　
　

貸
与
月
額　

４
万
円

○
応
募
資
格

　

長
島
町
に
保
護
者
が
居
住
し
、

平
成
23
年
４
月
に
高
等
学
校
・
大

学
等
に
入
学
し
よ
う
と
す
る
か
た
、

ま
た
は
在
学
中
の
か
た
。

※
奨
学
資
金
は
、
他
の
制
度
と
二

重
に
借
り
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
提
出
書
類

　

・
奨
学
金
貸
与
申
請
書

　

・
奨
学
生
推
薦
調
書

　

・
連
帯
保
証
人
の
所
得
証
明
書

　

・
納
税
証
明
書

　
　
（
平
成
22
年
度
分
）

○
提
出
期
限

　

平
成
23
年
2
月
1
日
（
火
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

「
福
祉
の
職
場
ミ
ニ
就
職
面

談
会
（
出
水
地
域
）」
参
加
者

募
集

　

県
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

福
祉
職
場
の
人
材
確
保
と
、
就
職

希
望
者
の
求
職
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
福
祉
職
場
の
人
事
担
当
者

と
就
職
希
望
者
と
の
就
職
面
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
28
日
（
金
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

○
場
所

　

出
水
市
中
央
公
民
館

○
対
象
者

　

一
般
求
職
者
、
平
成
23
年
春
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
の
卒
業
予
定

者
、
福
祉
施
設
の
人
事
担
当
者

○
内
容

　

就
職
面
談
会
、
求
職
登
録
相
談

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
５
８
）
７
８
８
８
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漁を祈願して
葛輪漁港で恵比寿祭り

人に特別賞が贈られました２ 壮年ミニバレー大会

　11 月 21 日、諸浦の葛輪漁港で、恒例の恵

比寿祭りがありました。地区民ら 200 人以

上が総出で参加し、今夏の赤潮被害を吹き飛

ばそうと、神事や踊りで豊漁を祈願しました。

　葛輪港には、150 隻以上の漁船が係留され

ていて、この日は色鮮やかな大漁旗が掲げら

れていました。

　祭りでは、本浦小学校の児童や保護者ら

60 人が大漁を祈願して、ソーラン節を奉納

し、紅白の餅まきや、地区の女性陣による太

鼓の演奏も祭りを盛り上げました。

　また、子どもたちがブリに親しみ、ふるさ

との味として忘れないでほしいと言うこと

で、関係者によるブリ汁とブリ大根が振舞わ

れました。

　葛輪自治公民館長の森枝速人さんは「わた

したちの仕事は第一次産業であり、人と環境、

そして自然の恵みに感謝する思いをずっと忘

れずにいたい」と話されました。

　10 月 20、21 日、町体育指導委員会主催事業

の第 5 回壮年ミニバレー大会が開催されました。

 　今年は合併５周年ということで、蔵之元上チ

ームの飯尾栄二さん（72）と蔵之元中チームの

冷水好幸さん（74）の２人に特別賞が贈られま

した。飯尾さんと冷水さんは、長年この大会に積

極的に参加され、70 歳を越えた今でも若い世代

とスポーツを通じて交流を図っており、町民の健

康づくり、社会体育の推進のため先頭に立ち、実

践されています。

　大会の結果は次のとおりです。

男子［優勝］茅屋スポーツ  ［準優勝］御所ノ浦

　　  ［３位］浜漉、宮ノ浦シニア

女子［優勝］蔵之元Ａ  　　［準優勝］小浜

　　  ［３位］脇崎、浜漉

女性陣による太鼓の演奏↑

↓表彰を受ける冷水好幸さん

豊

↑表彰を受ける飯尾栄二さん

↓大漁を祈願したソーラン節

↑珍プレー、好プレーが続出しました
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井シェフもお手伝い坂 料理の達人が来町

↑薄井漁港に水揚
げされた、さまざ
まな食材

←ブリ料理を堪能
しました

 　10 月 24 日、25 日、料理の達人で知

られている、日本人フランス料理人「坂

井宏行さん（フレンチの鉄人）」が、長

島のブリ養殖を食材の面から支援したい

と来町しました。

　坂井さんは、町内のブリ養殖場や加工

場などを見学し、昼食では養殖業社会女

性部によるブリ料理の紹介と試食会もあ

り、おいしそうに食べていました。

　このほかブリ以外にも、長島にある食

材を紹介したところ「ヤノイオ（アイゴ）

や地ガキ、バレイショは特においしく、

季節限定食材としてレストランなどで使

えるのではないか」と話されました。

　一流シェフの食材に対するさまざまな

アイデアは、一次産業が盛んな長島町の

販売促進や、観光事業にとって大きな助

け舟となり、「郷土（出身は出水市）の

ために何かお手伝いをしたい」との申し

入れがありました。

頃の練習を生かして熱戦
あづまマンダリン旗争奪少年剣道大会日

　第 18 回あづまマンダリン旗争奪少年剣道大会

が 11 月８日、長島町総合町民体育館で開催され

ました。

　毎年、県内外から多数のチームが出場するこ

の大会。今年は、小学生の部 38 チーム、中学生

男子の部 21 チーム、中学生女子の部 18 チーム、

計 77 チームが集い熱戦を繰り広げました。

　大会各部の優勝チームは次のとおりです。

◇小学生の部　　　伊集院剣心館Ａ（日置市）　

◇中学生男子の部　大隅中学校Ａ（曽於市）

◇中学生女子の部　隼人中学校（霧島市）

↓激しくぶつかり合う選手たち
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↑優勝した城川内ソフトボール少年団

子島の小田安弘さんが表彰獅 航行援助業務に感謝状

　長島町獅子島在住の小田安弘さん

が、串木野海上保安部からの依頼を

受けて、平成２年 10 月から片側港

西防波堤灯台と待島灯台の灯火監視

をしてこられました。

　20 年以上の長期にわたり積極的

に航行援助（灯台）業務に協力した

功績に対し、灯台記念日の 11 月１

日に海上保安庁長官からの感謝状と

楯が授与されました。

長年の労をねぎらい賞状と楯をいただきました↓

願の優勝！ 24年ぶりの快挙念 出水地区ソフトボール少年団長島大会 　11 月 14 日、第 126 回出水地区ソフトボー

ルスポーツ少年団長島大会が、川床コミュニ

ティ運動場で開催され、城川内ソフトボール少

年団 ( 佐々木幸親会長 ) が、

念願の優勝を勝ち取りまし

た。

　試合は、準決勝で米ノ津少

年団、決勝戦では脇本少年団

に勝利し、24 年ぶりの快挙

に保護者や関係者は大喜びで

した。

　佐々木会長は「城川内ソフ

トボール少年団は、団員数は

減少傾向ですが、週 3 回の練

習と各地への遠征を通じ、技

術の向上と交流戦により育ん

だ成果だったと思います」と

話されました。　

18Nagashima town Public Relations



込釣恋会が魚をごちそう馬 25年目高齢者とのふれあい活動

↑公民館で、高齢
者を招待し、刺身
やアラ汁をごちそ
うしました

↑釣ってきた黒鯛やヤノイオ（アイゴ）

　11 月 28 日、馬込釣
つ れ ん か い

恋会（濵田重則会長）が、

独居老人や日ごろ刺身を食べる機会が少ない高

齢者に、釣ってきた新鮮な魚をごちそうしまし

た。

　この日は集落の有志会員により、朝早くから

船と瀬からの釣りを行い、午後４時に公民館に

各自釣りあげた魚を持ち寄りました。今年は高

波だったため、例年のような大漁ではありませ

んでしたが、全部で約 50 ㎏の黒鯛やヤノイオ

（アイゴ）が釣れ、刺身やアラ汁を提供しました。

　公民館に集まった高齢者は「新鮮な刺身など

本当においしいです。ごちそうしてくださりあ

りがとうございます」と話されていました。

会話教室の生徒たちが仮装英 薄井集落でハロウィン！

　10 月 31 日、薄井集落で６月にオープンした英会話

教室（長元照美代表）が、地域の人たちとのコミュニ

ケーションをはかろうと、ハロウィン・パーティーを

開催しました。

　この日は、集落の子どもたちや英会話教室の生徒な

ど、３歳から中学生約 20 人が魔女やお化けに仮装し、

集落内の近くの家を 1 軒ずつ訪ね、英語で会話しな

がらお菓子などを貰いました。子どもたちにとっては、

初めてのハロウィン・パーティーで、みんな楽しそう

にしていました。

変装して薄井集落内を訪ね回りました↓

守敏さん 100 歳おめでとう福 元気で長生きしてね

　11 月 19 日、養護老人ホーム長生園に入所し

ている福守敏さんに、川添健町長から 100 歳

のお祝い状が授与されました。

　福守さんは、「みなさんのおかげで長生きで

き感謝します」とあいさつ。このお祝いにかけ

つけた家族も「長生園に入ってから本当に元気

になり、ありがたいです」と話されました。

かけつけた家族と記念撮影↑
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11,649(    -7)
  5,603(   +3)
  6,046(  -10)
  4,392(    -5)

平成 22年 11 月 30 日現在

　

11
月
27
日
、
景
観
団
体
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
約
70
人
に
よ
り
、「
夢
追
い

長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
の
メ
イ
ン
会
場

と
な
る
長
島
町
文
化
ホ
ー
ル
周
辺
の

花
の
植
え
付
け
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
上
の
斜
面
に
は
、

３
月
ご
ろ
咲
く
よ
う
に
、
西
洋
水
仙

22
種
類
、
約
１
万
本
の
球
根
を
植
え

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
花
壇
に
は
、
春
の
花
々

の
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
ク
リ
サ
ン

セ
マ
ム
、ふ
く
ろ
な
で
し
こ
、チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
な
ど
約
６
０
０
０
本
の
花
苗

を
植
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
日
ご
ろ
か
ら
花
の
維

持
管
理
を
し
て
い
る
か
た
が
多
く
、

作
業
は
手
早
く
上
手
に
植
え
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
長
島
を
花
で
い
っ

ぱ
い
に
で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観
団
体
に
、

新
た
に
２
団
体
を
認
定
し
ま
し
た
。

　

協
定
団
体
は
、
主
に
国
・
県
道
沿

い
に
花
壇
な
ど
を
造
成
・
管
理
し
、

花
に
よ
る
本
町
の
景
観
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

第
55
号　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
よ
こ
会

　
　
　
　

代
表　

古
田　

勇

第
56
号　

吉
川
建
築　

　
　
　
　

代
表　

吉
川　

修
一

　

景
観
団
体
に
よ
る
花
の
植

栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
開
催

景
観
団
体
に
２
団
体
認
定

（　）内は前月比

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
１
１

　
　

  

（
内
線
１
２
６
９
）

↑サンセット長島の駐車場法面への植栽

年末・年始のごみ及びし尿受入日

環境センター・リサイクルセンター 衛生センター
　12 月 23 日（木） 休み 休み
　12 月 25 日（土） 休み 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）
　12 月 26 日（日） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分）
　12 月 29 日（水） 特別受入（8 時 30 分～ 16 時 30 分） 休み
　12 月 30 日（木） 特別受入（8 時 30 分～ 11 時 30 分） 休み
　12 月 31 日（金）～

　　　　1 月 3 日（月）
休み 休み

　1 月４日（火） 通常受入 通常受入
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ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
等
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

21 広 報 な が し ま



●受　　　付　 9 時 00 分
●開　会　式　10 時 00 分
●ス タ ー ト　10 時 15 分
●発 着 地 点 　長島町文化ホール前
●参 加 資 格 　小学生以上で健康な人
●参　加　料　小学生・中学生 1,000 円
　　　　　　　高校生・一般 1,300 円
●申込締切日　平成 23 年１月７日（金）当日消印有効

　　※荒天でウォーキングが実施できなかった場合でも、
　　　開会式とお楽しみ抽選会は実施します。

■問い合わせ・申込先
　長島町教育委員会 社会教育課
　〒 899-1303
　鹿児島県出水郡長島町指江 787
　☎ 86-1111（内線 2233）

平成 23 年１月 22 日（土）

すいせんめぐりコース　12 ㌔
　（所要時間約 3時間）
古墳めぐりコース　6 ㌔
　（所要時間約 1時間 30 分）

２０１１
すいせんウォーク

参加者募集

▽
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
１
日
、
１

週
間
、
１
カ
月
、
１
年
が
長
く
感

じ
て
い
ま
し
た
が
、
結
婚
し
子
ど

も
が
生
ま
れ
、
年
を
重
ね
て
い
く

う
ち
に
時
間
の
早
さ
に
驚
い
て
い

ま
す
。
今
年
も
残
す
こ
と
１
カ
月

弱
。
最
後
の
月
ぐ
ら
い
、
毎
日
の

仕
事
や
生
活
す
る
時
間
を
よ
り
大

事
に
し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
た

い
も
の
で
す
。
今
年
の
８
月
か
ら

長
島
町
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と
し

て
、
取
材
や
広
報
製
作
な
ど
ま
だ

ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午、●夜間当番医 19 時～ 22 時）

３０ ３１

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

 12/26 12/31 １

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９

12/27 12/28 12/29 12/30

２０１１１
○平尾診療所 88-2595
○おかだクリニック 63-7011
○いまむらクリニック 73-1700
○せき耳鼻科咽喉科クリニック 64-1187

○白男川歯科医院 63-0009
◇二宮医院 62-0167
□市民調剤薬局 68-0150
□メープル薬局 62-9292

○飯尾医院 88-5040
○林泌尿器科クリニック 64-8800
○門松医院 64-6100
○さくら通りクリニック 62-2311
○白男川歯科医院 63-0009
◇キッズクリニック 63-7707
□中央薬局 72-2907
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000

○鷹巣診療所 86-0054
○友愛クリニック 64-2101
○山田クリニック 72-0420
○わかすぎ皮フ科クリニック皮膚科 64-1313

◇こどもクリニック永松 64-1500
○よしだ歯科クリニック 63-1555
□のぞみ薬局 73-2131
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●脇本病院 75-2121

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）

○長島クリニック88-6405
○整形外科ばばぐちクリニック 64-8260

○北国医院 72-0016
○しもぞのクリニック 63-8300
○あくね歯科医院 72-0556
◇出水総合医療センター 67-1611
□上野薬局 72-1016
□フタヤ薬局 67-5253
□ D･ML 五万石薬局 63-8800

○平尾診療所 88-2595
○出水病院 62-0419
○林胃腸科外科 73-3639
○出水眼科 62-8350
○太田歯科クリニック 84-4700
□阿久根薬局 72-1017
□クレモア薬局 63-5401

◎メタボらない教室
（獅子島アイランドセンター）
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●黒木胃腸科外科医院 75-0200

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

○飯尾医院 88-5040
○こどもクリニック永松 64-1500
○植村整形外科 72-1041
○境田医院 67-2600
○脇本病院 75-2121
○塩山歯科医院 62-2634
◇こどもクリニック永松 64-1500
□会営薬局阿久根店 72-5060
□かしま薬局 63-3970
□エンジェル薬局 65-7637

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎メタボらない教室
（保健福祉センター）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えないごみ・資源ごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
■資源ごみ　　（獅子島）

●内山病院 73-1551

◎３歳６ヶ月健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○キッズクリニック 63-7707
○有村産婦人科・内科 73-4180
○野田診療所 84-2023
○椎原歯科医院 67-4111
◇キッズクリニック 63-7707
□さかえまち薬局 72-0978
□さくら薬局 63-7700
□野田調剤薬局 84-2856

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●阿久根市民病院 73-1331

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

■びん・有害（獅子島 )
■燃えないごみ・資源ごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

●上園医院 73-1055

◎幼児歯科
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎シェイプアップ教室
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（浦底・川床・山門野）
（獅子島）

●阿久根市民病院 73-1331

●１月１日は元日です。
　元日は「年のはじめを祝う」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●１月 1０日は成人の日です。
　成人の日は「おとなになったことを自覚し、みずから生き抜こうとする青年を
祝いはげます」ことを趣旨としています。

○長島クリニック88-6405
○よしだ泌尿器科クリニック 63-7800
○上園医院 73-1055
○よしもと歯科クリニック 75-3333
◇二宮医院 62-0167
□本町薬局 73-3233
□こがね薬局 64-1132

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）
●阿久根市民病院 73-1331


